


《今回の主な調査結果は次のとおりです。》

●全生保の世帯加入率は90.3％（従来の集計ベースでは86.0％）

　今回の調査では、生命保険の世帯加入率は全生保で90.3％となっている。しかしながら、従来
の集計ベース＊での全生保の世帯加入率をみると減少傾向が続いている。減少の要因としては、
生命保険の非加入理由として経済的要因の割合が最も高いことから世帯年収の減少などの経済的
な影響、相対的に加入率の低い高齢者世帯の増加等によるものと考えられる。
　これを機関別にみると、民保76.2％（前回76.4％）、かんぽ生命5.7％、簡保30.9％（前回
43.3％）、JA 11.8％（前回12.7％）、生協・全労済28.8％となっている。（図表1）

図表１　生命保険（個人年金保険を含む）の世帯加入率
〔参考〕 （％）

全生保 民保 簡保 J A 生協・
全労済

全生保
（従来ベース）

かんぽ
生命

平成21年 90.3 76.2 5.7 30.9 11.8 28.8 86.0
平成18年 ─ 76.4 ─ 43.3 12.7 ─ 87.5

＊今回調査から全生保の集計対象機関を一部変更している。
　全生保＝民保（かんぽ生命を含む）、簡保、JA、生協・全労済の計
　全生保（従来ベース）＝民保（かんぽ生命を含む）、簡保、JAの計

●生命保険会社に対する評価は「顧客の立場に立って相談や質問に誠実に対応してくれる」が

　33.1％と最も多い

　直近に加入した民保（かんぽ生命を除く）の生命保険会社について現在どのような点を評価し
ているかをみると、「顧客の立場に立って相談や質問に誠実に対応してくれる」が33.1％と最も多
く、次いで「保険金や給付金が正確（確実）に支払われそうだ」31.1％、「契約内容に関する情報
がわかりやすい」27.5％となっている。（図表2）

図表２　直近加入契約（民保）の生命保険会社について評価している点（複数回答）
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＊上位５項目を抜粋
＊かんぽ生命を除いた民保の直近加入契約が対象

2



●公的年金を除く老後の必要生活資金月額は60～64歳時が20.6万円、65歳以降が16.4万円

　厚生年金や国民年金などの公的年金以外に必要と考える夫婦の老後生活資金（月額）を尋ねた
ところ、60～64歳の間が平均20.6万円、65歳以降が平均16.4万円となっている。公的年金の支給
開始年齢が徐々に引き上げられていく60～64歳の間は65歳以降に比べ4万円ほど高く、30万円
以上必要と考える割合も20％を超えている。（図表3）
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図表３　公的年金以外の夫婦の老後の必要生活資金月額
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●個人年金保険の基本年金年額は世帯全体で111.9万円

　個人年金保険の加入世帯の基本年金年額は、世帯全体（世帯主と配偶者の合計）で平均111.9
万円となっている。
　しかしながら、上記の図表3との関連をみると、基本年金年額と老後の必要生活資金とは格差
が生じている。（図表4）

図表４　個人年金保険の基本年金年額
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＊平成 21 年は民保（かんぽ生命を含む）、簡保、JA、全労済の計、平成 18 年以前は全労済を集計に含めていないため、
　単純に時系列比較はできない
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●直近加入契約の加入チャネルは「生命保険会社の営業職員」が約7割と最も多い

　直近に加入した民保（かんぽ生命を除く）の加入経路（加入チャネル）を尋ねたところ、「生
命保険会社の営業職員」が68.1％（前回66.3％）と最も多く、次いで「通信販売」8.7％（前回
9.1％）、「保険代理店の窓口や営業職員」6.4％（前回7.0％）となっている。（図表5）

図表５　直近加入契約（民保）の加入チャネル
（％）

生
命
保
険
会
社
の
営
業
職
員 

通
信
販
売 

保
険
代
理
店
の
窓
口
や
営
業
職
員

勤
め
先
や
労
働
組
合
等
を
通
じ
て

郵
便
局
の
窓
口
や
営
業
職
員

銀
行
・
証
券
会
社
を
通
し
て

生
命
保
険
会
社
の
窓
口

家
庭
に
来
る
営
業
職
員

職
場
に
来
る
営
業
職
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
通
じ
て

銀
行
を
通
し
て

証
券
会
社
の
窓
口
や
営
業
職
員

平成21年調査
（平成16～21年に加入） 68.1 52.5 15.7 8.7 2.9 5.7 6.4 3.0 2.9 2.6 2.6 0.0 1.9

平成18年調査
（平成13～18年に加入） 66.3 51.0 15.3 9.1 1.8 7.3 7.0 5.2 ─ 3.3 3.1 0.2 2.1

＊かんぽ生命を除いた民保の直近加入契約が対象

以　上
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